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まえがき

この規格は，工業標準化法第 14条によって準用する第 12条第 1項の規定に基づき，日本伸銅協会（JCBA）

／財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，

日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによって，JIS H

1055 : 1996 は改正され，この規格に置き換えられる。

今回の改正では，主に旧規格様式の新様式への変更並びに JIS H 2202（鋳物用銅合金地金），JIS H 5120

（銅及び銅合金鋳物）及び JIS H 5121（銅合金連続鋳造鋳物）の改正に伴う合金記号の見直しを行った。

JIS H 1055 には，次に示す附属書がある。

附属書（参考）　JIS と対応する国際規格との対比表
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格 JIS
H 1055：2003

銅及び銅合金中のマンガン定量方法

Methods for determination of manganese in copper and copper alloys

序文　この規格は，1973 年に第 1 版として発行された ISO 2543，Copper and copper alloys－Determination of

manganese－Spectrophotometric method を元に，対応する部分（6. 過マンガン酸吸光光度法）については対

応国際規格を翻訳し，技術的内容を変更することなく作成した日本工業規格であるが，対応国際規格には

規定されてない項目（5.，7.及び 8.）を日本工業規格として追加している。

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，原国際規格に追加又は原国際規格を変更して

いる事項である。変更の一覧表をその説明を付けて，附属書（参考）に示す。

1. 適用範囲　この規格は，銅及び銅合金（伸銅品，鋳物用地金及び鋳物）中のマンガン定量方法につい

て規定する。

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide21 に基づき，IDT（一致している），MOD（修

正している），NEQ（同等でない）とする。

ISO 2543:1973　Copper and copper alloys－Determination of manganese－Spectrophotometric method
（MOD）

2.    引用規格　次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格のうちで発効年を付記してあるものは，記載の年の版だけがこの規格の規定を構成

するものであって，その後の改正版・追補には適用しない。発効年を付記していない規格は，その最新版

（追補を含む。）を適用する。

JIS H 1012　銅及び銅合金の分析方法通則

JIS K 8001:1998　試薬試験方法通則

3. 一般事項　分析方法に共通な一般事項は，JIS H 1012 による。

4. 定量方法の区分　マンガンの定量方法は，次のいずれかによる。

なお，各定量方法を適用する銅及び銅合金の合金番号又は記号は，表 1 による。

a) ペルオキソニ硫酸アンモニウム酸化硫酸アンモニウム鉄（Ⅱ）・過マンガン酸カリウム逆滴定法　この

方法は，マンガン含有率 0.2 ％（m/m）以上 15.0 ％（m/m）以下の試料に適用する。

b) 過マンガン酸吸光光度法　この方法は，マンガン含有率 0.02 ％（m/m）以上 6.0 ％（m/m）以下の試

料に適用する。

c) 原子吸光法　この方法は，マンガン含有率 0.01 ％（m/m）以上 5.0 ％（m/m）以下の試料に適用する。

d) ICP 発光分光法　この方法は，マンガン含有率 0.01 ％（m/m）以上 15 ％（m/m）以下の試料に適用する。


